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中部ヴェトナム・ビンディン省出土の銅鼓資料と
文化的脈絡についての検討
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ファン・ミン・フエン
Considerations on the bronze drums discovered in Bình Định province of 
the central Vietnam and its cultural context
NISHIMURA Masanari and PHAM Minh Huyen
 15 pieces of bronze drum in Bình Định Province, central Vietnam are suggestive 
materials for understanding the technological and cultural contexts of the bronze drums in 
Southeast Asia. This paper considered its technological and cultural background based on the 
restudy of the bronze drum collection and their discovery sites.
 The chronological frequencies of the drum assemblage indicate that the duration of the 
bronze drum usage is not long successive period (1st C. BC to 2nd C.AD) and possibly stopped 
the bronze drum usage at the same time or in very short duration. Only Gò Rộng drum was 
identifi ed as the possibly local-made drum by lost-wax technique and the other are transported 
from the northern Vietnam. No bronze drums later than the 3b period (later than the late 2nd C. 
AD) of Imamura’s chronology are seen in not only Bình Định but also central and southern 
Vietnam, Cambodia, coastal area of Thailand and Malay Peninsular. During the 2nd C.AD, the 
early states formation or political integration with the strong infl uence from India and China are 
already evidenced in this region. Especially the Indianized ideas for the statecraft and religion 
possibly left no space for the survival of the bronze drum usage in their society. Thus this 
ending period of the bronze drum usage well accords with the real beginning of the 
Indianization in the Southeast Asia.
 キーワード：中部ヴェトナム，銅鼓，失蝋法，墓葬，インド化
1 　はじめに
　1996年から2002年にかけて，中部ヴェトナム・ビンディン（Bình Định）省では銅鼓が15個発見され，
中部以南のヴェトナムにおいて，銅鼓出土最大数を誇る省となった1）。銅鼓は全てヘーガーⅠ式で，共
 1） Đinh Bá Hòa “Về hai chiếc trống Đông Sơn phát hiện ở huyện Vĩnh Thạnh, Bình Định.” (1998年 ,Những phát hiện mới khảo cổ 
học Việt Nam năm 1997), 213‒216頁 . Đinh Bá Hòa “Hai chiếc trống Đông Sơn phát hiện ở huyện Tây Sơn, Bình Định.” (1998
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伴遺物や出土遺跡が特定可能な考古学的脈絡情報を有すものも含まれている。北部ヴェトナム2）や広西
壮族自治区3）では，ドンソン文化時代（紀元前 3世紀頃から）から後漢・三国時代を経て南北朝時代こ
ろまで，ヘーガーⅠ式銅鼓は活発に使用されたと考えられる。しかし，他東南アジア地域では北部ヴェ
トナムから交易で入手したものと地元で製作された銅鼓の使用が認められるものの4），多数の銅鼓が特
定の限られた地理的範囲で出土するような現象は報告されていない。
　そうした状況から判断すれば，ビンディン省で15個以上のヘーガーⅠ式銅鼓が報告されていることは
極めて注目すべき現象である。ヘーガーⅠ式銅鼓は，東南アジアの先史時代末期の社会が用いた儀器あ
るいは威信材となる青銅器で最大のものであり，先史時代から初期歴史時代への社会・文化変容や地域
間交流解明に大きく寄与することのできる遺物である。本論では2007年 8 月に行ったビンディン省での
資料・遺跡調査に基づいて，銅鼓と関連資料を報告し，技術的問題や文化的脈絡などに関して考察を行
う。
2 　資　　料
1 　資料保管地と呼称について
　ビンディン省博物館では10個（An Trung, Chánh Danh, Gò Trắc, Kim Châu, Tả Giang, Thuận Ninh, Gò 
Rộng, Vĩnh Phúc, Gò Thị 5, 6），Vĩnh Thạnh県文化センターでは 4個（Gò Thị 1～4）の銅鼓と共伴資料の
資料化を行った。
　なお，ヴェトナムでの銅鼓名は出土の脈絡が明らかでない場合，行政単位の社の名に基づき命名され
るのが伝統であるが，近年発見数増加もあり，一つの社で多くの銅鼓が発見される場合もある。ここで
は，銅鼓の出土脈絡を重視する考えに基づき，出土遺跡が特定可能な場合は遺跡名に従い，正確な遺跡
名称が特定できない場合は社名にこだわらず，できるだけ細かな行政空間単位名（社の下位単位の村な
ど）で命名した。従って，既発表の呼称と異なる場合があることに注意されたい。発見地名，今村編年
による時期，サイズ，蛙立像の有無，発見時の状況，共伴あるいは周辺で発見された遺物などについて
は，Table. 1にまとめて掲げ，出土・発見地についてはFig. 1に示してある。なお，Kim Châu鼓以外は，
発見地や共伴遺物の初期情報は省博物館員の報告5）にもとづいているが，報告自体の遺物観察について
年 , Những phát hiện mới về khảo cổ học Việt Nam năm 1997), 217‒220頁 .  Hồ Thùy Trang and Nguyễn Thị Thúy Hồng Một 
vài suy nghĩ về những chiếc trống đồng Đông Sơn phát hiện tại Bình Định. (2004 年 , Một số văn dề khảo cổ học miền Nam Việt 
Nam.), 137‒161. Đinh Bá Hòa, Bùi Tĩnh and Lê Thị Vân “Chiếc trống đồng thứ 16 tìm thấy ở Bình Định.” (2003年 , Những 
phát hiện mới về khảo cổ học Việt Nam năm 2002), 311-312.
 2） 西村昌也“北部ヴェトナム銅鼓をめぐる地域史・民族史的視点からの理解”（東方学会国際会議発表原稿，2004年
5 月21日），「北部ヴェトナム銅鼓をめぐる民族史的視点からの理解」『東南アジア研究』46‒1（印刷中）
 3） 吉開将人「銅鼓再編の時代」（『東洋文化』78号，1998年），199‒218頁
 4） Imamura Keiji 1993 “The two traditions of the Heger I type bronze drums.” Journal of Southeast Asian Archaeology. No.13: 
113‒130. Imamura Keiji in press “The distribution of bronze drums of the Heger I and Pre‒ I types: temporal changes and 
historical background.” (in press Bulletin of the Indo-Pacifi c Prehistory Association.)
 5） Hồ Thùy Trang and Nguyễn Thị Thúy Hồng “Một vài suy nghĩ về những chiếc trống đồng Đông Sơn phát hiện tại Bình Định.” 
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は不正確なものも多いことを付け加えておく。
2 　Chánh Danh鼓（Fig. 2）
　Phú Cát県Cát Tài社 Chánh Danh村のBà山の渓流で発見されたもので，海岸からもさほど離れていな
い距離に位置している。
　鼓面と頭部上部がわずかに残っている（Pl. 1）。鼓面径は合范線上で62.0cm，それに直交するところ
で59.3cmである。鼓面の裏面にわずかに盛り上がった円状凸線（径40cm）が確認できる。光芒は12芒で，
光芒とそれを取り巻く圏線は太く盛り上がっている。光芒間はV字状重圏線紋と連続斜状紋を交互に配
している。文様帯は中心から外に向かって，二等辺三角形と線文を交互に向かい合わせたもの，二重円，
櫛歯紋，二つの並行線帯をよじらせ菱形にしたもの（菱形文），羽人文，鳥紋，櫛歯紋，二重円紋，櫛
(2004年 . Một số văn dề khảo cổ học miền Nam Việt Nam.), 137‒161.
Fig. 1   The distribution of the bronze drums in Bình Định, central Vietnam
中部ヴェトナム・ビンディン省における銅鼓分布
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Fig. 2  Chánh Danh Drum (Chánh Danh鼓 )
歯紋の順に，2条の圏線をそれぞれ挟みながらめぐらせている。鼓面には 4体の蛙立像（Pl. 2）が反時
計回りに配されている。胴部片（Pl. 3）はスペーサーの剥落が明らかである。頭部にも接円線文と櫛歯
紋を横線で挟み込んだ文様帯がある。鼓面裏面に直径40cm程度のわずかに突起した圏線があるが，こ
れは鋳型（内范）の成形痕ではないだろうか。
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　鋸歯文という早い時期の紋様をとどめているが，羽人文や菱形文を重視すればホアビン（Hòa Bình）
省Chợ Bờ鼓に近い6）。銅鼓発見後に行われた発見地での試掘で土器片が100片以上出土し，一部が博物館
に保管されている。
3 　Gò Ông Lãnh鼓（Fig. 3）
　Vĩnh Thạnh県のVĩnh Hiệp社Vĩnh Phúc村Gò Ông Lãnhで発見されたもので，Côn川から100mのところ
に位置している。
　頭部に破損部があるが，ほぼ全体での器形理解が可能なものである。鼓面は合范線部で58.8cm径，
合范線に直交するところで57.3cm径である。
　鼓面は，中央の光芒が12芒で，光芒間の紋様は，光芒を打面として使用しているため判別困難になっ
ている。鼓面中央を基点に光芒間紋様の両側で 1カ所づつ，人為的にあけた可能性のある小穴が確認さ
れた。文様帯は中心から外縁に向かって，不等三角形を向かいうように配しその間にジグザグ線を入れ
たもの，点円紋，櫛歯紋，二つの並行線紋をよじらせ菱形にしたもの， 6羽の鳥紋，櫛歯紋，点円紋，
櫛歯紋を 2条の圏線を挟みながら順にめぐらされている。
　頭部は横走平行線と櫛歯紋の組み合わせ紋の文様帯があり，胴部には平行線，斜状紋と点円紋を組み
合わせた縦走文様帯と，平行線，点円紋と櫛歯紋を組み合わせた横走文様帯がある。把手は外面が 5列
の突帯として盛り上がりを持つものになっているが，最外縁の突帯は無紋で，残りは縄目状になってい
る。縄目状装飾は，蝋細工によるものと判断される。把手は蝋型で幅広のバンド状に一体成形された後，
二分割され別々に土で包み込んで鋳型として把手のみで鋳造し，鋳造した把手を本体の鋳型に埋め込ん
で本体の鋳造を行ったと判断される。
　把手は，断面かまぼこ形の縦帯（両外側は無紋で，中は縄目状斜帯）を 7条並べて幅広のバンド状に
蝋型で成形し，両側が無紋で，真ん中一条分を上下で切り抜き，平面形をＨ字状にし，鋳造したもので
ある。
　カインホア（Khánh Hòa）省のNha Trang I鼓によく類似する。発見地より土器片が100片以上採集され，
一部が博物館に保管されている。
4 　Gò Thị 1 鼓（Fig. 4）
　Vĩnh Thạnh県Vĩnh Thịnh社 th. Vĩnh Bình村のGò Thị（ゴーティ）遺跡（以下，Gò Thị 6鼓まで同じ）
で発見されている。銅鼓自身は，逆位の状態で発見されたと伝えられる。
　頭部がややつぶれ，破損部も多いが，完形に近い状態で残っている。鼓面径は合范線部で46.8cm，
直交するところで45.2cmである。鼓面裏面に，わずかに盛り上がった圏線（約23cm）が確認される。
光芒は10芒で，光芒間は重複V字紋様で埋めている。文様帯は，中心から外縁に向かって櫛歯紋，点円
紋，櫛歯紋，鳥紋 4羽，櫛歯紋，点円紋，櫛歯紋の順に， 2条の圏線をそれぞれ挟みながらめぐらせて
 6） 比較資料は主として，Pham Huy Thông, Pham Minh Huyên, Nguyên Van Hao and Lai Van Toi 1990 Dong Son drums in Viet 
Nam. Social science publishing house. Hanoi.に依拠している。
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Fig. 3  Gò Ông Lãnh Drum (Gò Ông Lãnh鼓 )
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Fig. 4  Gò Thị 1 Drum (Gò Thị 1 鼓 )
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いる。
　頭部には点円紋と櫛歯紋，胴部には櫛歯紋を，それぞれ横線で挟み込んだ文様帯をめぐらせている。
把手は，外面が 4列の縦列突帯として盛り上がりを持つものになっているが，両外縁の突帯は無紋で，
中二つは縄目状斜帯である。縄目突帯間には小さな 3条ほどの縄目突帯状のものを横方向につけ，縦走
する縄目突帯を結びつけるようにしている。把手自体は蝋型を利用した鋳造と判断される。
　紋様やその構成は，ヴンタウ（Vũng Tàu）市のVũng Tàu鼓や（Bình Dương）省のBinh Phú鼓にも似
るが，タインホア（Thanh Hóa）省のĐịng Công III鼓，鼓，Xuân Lập I鼓，ゲアン（Nghệ An）省のRú 
Quyết II鼓に最も類似する。
5 　Gò Thị 2 鼓（Fig. 5上）
　逆位の状態で発見されたと伝えられる。鼓面の一部が残存する。
　鼓面径は合范線上で55.0cm，その直交線上で52.6cmである。裏面にわずかに盛り上がった圏線（直
径約23cm）と周囲より表面が平滑になっていない円状痕跡（直径 6 cm程度）が鼓面中央に確認できる。
鋳型（内范）成形時のものであろう。光芒は10芒で，光芒間は重複V字紋様と，三角形とV字紋と櫛歯
紋を中心に対称形に配した紋様を交互に充填している。文様帯は，中心から外縁に向かって，不等三角
形を向かいうように配しその間にジグザグ線を入れたもの，点円紋，櫛歯紋，鳥紋 4羽，櫛歯紋，点円
紋，櫛歯紋の順に， 2条の圏線をそれぞれ挟みながらめぐらせている。鼓面裏面の中央にはGò Thị 1
鼓同様，わずかな盛り上がりをもつ 2つの圏線がある。
　タインホア省のĐịng Công I鼓，Hoằng Vinh鼓，Đông Sơn VI鼓，Vĩnh Ninh鼓，ゲアン省のRú Quyết I
鼓に類似する。土器片が 8点出土地点より採集されたと報告されている。
6 　Gò Thị 3 鼓（Fig. 5下）
　逆位の状態で発見されたと伝えられる。ほぼ全体の器形復元が可能なものであるが，脚部は完全欠損
している。
　鼓面も一部欠けており，推定鼓面径が37cm前後である。光芒は 7芒で，光芒間は重複V字紋様と，
点円紋と二重V字紋と櫛歯紋を配した紋様を交互に充填している。文様帯は，中心から外縁に向かって
不等三角形を向かいうように配しその間にジグザグ線を入れたもの，点円紋，櫛歯紋，鳥紋 4羽，点円
紋，櫛歯紋の順に， 2条の圏線をそれぞれ挟みながらめぐらせている。頭部には点円紋と櫛歯紋，胴部
には櫛歯紋をそれぞれ並行線で挟んだ文様帯をめぐらせている。把手は，断面かまぼこ状の 4列縦帯が
ならんだもので，縦帯自身は無紋である。
　Gò Thị 2鼓同様，タインホア省のHoằng Vinh鼓などに類似している。
7 　Gò Thị 4 鼓（Fig. 6）
　鼓面が 2 / 3 程度と頭部の一部が残る。
　鼓面径は合范線上で48.5cm，その直交線上で47.0cmである。光芒は10芒で，光芒間は重複V字紋様
と，三角形とV字紋と櫛歯紋を中心に対称形に配した紋様を交互に充填している。文様帯は，櫛歯紋，
東アジア文化交渉研究 創刊号
196
Fig. 5  Upper: Gò Thị 2 Drum (Gò Thị 2 鼓 ), Lower: Gò Thị 3 Drum (Gò Thị 3 鼓 )
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Fig. 6  Gò Thị 4 Drum (Gò Thị 4 鼓 )
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点円紋，櫛歯紋，鳥紋 4羽，櫛歯紋，点円紋，櫛歯紋の順に， 2条の圏線をそれぞれ挟みながらめぐら
せている。頭部には点円紋と櫛歯紋を横線で挟み込んだ文様帯がめぐらされている。
　鼓面裏面の中央には5.8cm径と23.2cm径のわずかな盛り上がりをもつ圏線があり，小圏線の内側で
は非常に浅い削り痕（Pl. 4）が交差するように走るのが観察される。これは調音のためのものであろう
か。
　タインホア省のĐịnh Công IV鼓に最も類似している。土器片やガラス製品などが銅鼓出土地で採集さ
れ，文化センターに保管され，銅鼓に共伴した歯とガラスビーズ（コバルトブルー） 4点が博物館に保
管されていた（Pl. 5）。
8 　Gò Thị 5 鼓（Fig. 7）
　Gò Thị 5鼓とGò Thị 6鼓は，片方の脚部が片方の頭部にはまり込むようにして見つかったと報告され
ている。Gò Thị 6鼓では，人骨などが共伴しており，銅鼓は確実に墓葬に伴うもので，遺体を入れる棺
として利用した可能性があるが，逆置されていたかどうかについては，報告からは読み取れない。
　鼓面のみ（Pl. 6）が不完全に残存し，鼓面径は約48cmである。光芒は10芒で，光芒間は重複V字紋
様と，重複V字紋様の先端部に点円紋と二重V字紋をはめ込んだ紋様を交互に充填している。文様帯は，
中心から外縁に向かって不等三角形を向かいうように配しその間に 2重ジグザグ線を入れたもの，点円
紋，櫛歯紋，鳥紋 4羽，櫛歯紋，点円紋，櫛歯紋の順に， 2条あるいは 3条の圏線をそれぞれ挟みなが
らめぐらせている。
　裏面にわずかに盛り上がった圏線（直径25cm）と直径 5 cm程度の円形非平滑面が重心状に確認でき
る（Pl. 7）。これらは鋳型（内范）の成形時の痕跡と推定される。そして内側の円形非平滑面円内はわ
ずかに粗く削られた跡が確認でき，調音のためと判断される。また，漢字の“中“（ 1字）と”卜“（ 2
字）がみられ，凸線同様に内范面に刻字して同時鋳出したものと考えられる。
　文様構成が，Gò Thị 2鼓やTả Giang鼓に非常に近い。
9 　Gò Thị 6 鼓（Fig. 8）
　鼓面のみのみが不完全に残存し，鼓面径は約45cmである。裏面に布の付着痕が確認できる。
　光芒は10芒で，光芒間は重複V字紋様を充填している。文様帯は，櫛歯紋，点円紋，櫛歯紋，鳥紋 4
羽，櫛歯紋，点円紋，櫛歯紋の順に， 2条の圏線をそれぞれ挟みながらめぐらせている。文様構成が
Gò Thị 1やGò Thị 4鼓に近似する。
　人骨（頭蓋や腕），土器片，瑪瑙玉が共伴したとされ，鼓面裏面中央には布地の付着痕が観察できる。
おそらく当銅鼓を棺として逆置し，Gò Thị 5鼓を蓋として重ねた可能性が高いと推定される。80片以上
の土器が，Gò Thị 5鼓，Gò Thị 6鼓の発見地で採集されており，博物館に一部が保管されている。
10　Gò Trắc鼓（Fig. 9）
　Vĩnh Thạnh県Vĩnh Quang社Đinh Thuờng村で発見されている。銅鼓は逆位で見つかったとされている。
　ほぼ完形で残るもので，鼓面径は合范線上で70.4cm，その直交線上で68.0cmである（Pl. 8）。胴部
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に土製鋳型面をなでた整形痕が転写されている。 4体の蛙の立像（Pl. 9）が反時計回りに鼓面外周に鋳
出されている。
　光芒は10芒で，光芒間は重複V字紋様と，三角形，平行横線と櫛歯紋を対照に組み合わせた紋様を交
互に充填している。文様帯は，中心から外縁に向かって不等三角形を向かいうように配しその間にジグ
ザグ線を入れたもの，点円紋，櫛歯紋，羽人文，鳥紋 6羽，櫛歯紋，点円紋，櫛歯紋の順に， 2条の圏
線をそれぞれ挟みながらめぐらせている。
　把手（Pl. 10）は二つが一組となって鋳出されているが，もともとは蝋型で，外側の断面が 4列ずつ
Fig. 7  Gò Thị 5 Drum (Gò Thị 5 Drum鼓 )
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Fig. 8  Gò Thị 6 Drum (Gò Thị 6 Drum鼓 )
のかまぼこ状に盛り上がるように幅広いバンドを二つ並べるように成形した後，土型で覆い鋳造したも
のである。外面は一見縄のようにみえる連続斜状刻みを入れてある。
　文様構成からタインホア省のThôn Buì鼓，ゲアン省のĐông Hiếu鼓，ヴンタウ市のVũng Tàu鼓，クワ
ンビン（Quảng Bình）省のPhù Lưu鼓等に類似する。出土地の試掘で200片以上の土器が出土し，一部
が博物館に保管されている。
11　Tả Giang鼓（Fig. 10上）
　Tây Sơn県Tây Giang社Tả Giang村Đồng Treで見つかったもので，逆位の状態で出土したと報告されて
いる。
　鼓面のみが不完全に残り，鼓面径は48cm程度と想像される。鼓面裏面にわずかに盛り上がった圏線
が確認できる。光芒は10芒で，光芒間は重複V字紋様と，点円紋とV字紋櫛歯紋を対称形に配した紋様
を交互に充填している。文様帯は，中心から外縁に向かって不等三角形を向かいうように配しその間に
ジグザグ線を入れたもの，点円紋，櫛歯紋，鳥紋 4羽，櫛歯紋，点円紋，櫛歯紋の順に， 2条の圏線を
それぞれ挟みながらめぐらせている。
　文様構成がGò Thị 2鼓に類似する。
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Fig. 9  Gò Trắc Drum (Gò Trắc鼓 )
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12　Kim Châu鼓（Fig. 10下）
　An Nhơn県Đập Đá町Kim Châu村の廃銅回収業者7）から入手したものである。頭部，胴部，脚部の破
片（ 7片）のみで，廃銅業者から回収されたものである。脚部径が 7 ‒80cmある大型品と判断される。
頭部には横線と櫛歯文の組み合わせ文と 3本の平行線の凸状紋がある。胴部には縦線 2本と連続斜線と
接円線文の縦走組み合わせ紋と横線 2本と連続櫛歯紋と接円線文の横走組み合わせ紋がある。接円線文
の円中心部には点紋がある。
　Gò Ông Lãnh鼓と紋様が類似し，同類のものと推定される。
13　Thuận Ninh鼓（Fig. 11）
　Tây Sơn県Bình Tân社Thuận Ninh村の池のそばで見つかっている。完形に近い状態で残り，鼓面径は
合范線上で63.7cm，それに直交するところで61.3cmである。鼓面の紋様は太陽紋とそれを囲む圏線は
凸紋だが，退化羽人紋や飛鳥紋は凹紋で表現されている。
　太陽紋は14光芒で，光芒間には斜線と孔雀紋が交互に充填される。凸圏線の外は，平行四辺形に囲い
線を持つもの，さらに接円紋線紋，櫛歯紋，菱形紋の順で配されている。接円線紋は中心に点を配し二
重円で囲んだものである。その次に退化羽人紋，さらに飛鳥紋と紋章紋が配されている。飛鳥紋 3つと
紋章紋一つが半円分を構成している。紋章紋は両端に尖出したもので，中心点を二重円で囲む円紋が 9
つと列点紋が充填されている。さらに櫛歯紋，接円線紋，接円線紋，櫛歯紋の順で紋様が配されている。
それぞれの文様帯は，二重沈線で仕切られている（Pl. 12）。頭部上部は櫛歯紋が二重沈線で囲んだもの
を二重に配し，頭部下部にも二重沈線，さらに胴部には二重沈線，胴部下部には鼓面外周にある櫛歯紋
と接円線文の組み合わせ紋を配している。また，垂直方向にも櫛歯紋と接円線文の組み合わせ紋を把手
のところと合范線の両側に等間隔に配している。
　把手（Pl. 13）は二つが一組となって鋳出されているが，もともとは蝋型で，外側の断面が 9列のか
まぼこ状に盛り上がるように，幅広いバンド状に成形し，真ん中列を辺縁のみを残して切り抜き，土型
で覆い鋳造したものである。両外側と真ん中は無地で整形されているが，残りは一見縄のようにみえる
連続斜状刻みを入れてある。鼓面の太陽紋中央がやや平らになっているところと，隣接する凸圏線外の
文様帯一カ所で，紋様の凹凸がはっきりしない部分が確認された（Pl. 11）。これは打痕であろう8）。同
様な打痕例は中部ヴェトナムのコントゥム（Kon Tum）省のĐắc Glao鼓でも確認されている。
　紋様やその構成はタインホア省のNông Cống鼓9）に最も似ている。青銅器が一点一緒に見つかったと
報告されている。
 7） Đinh Bá Hòa, Bùi Tĩnh and Lê Thị Vân “Chiếc trống đồng thứ 16 tìm thấy ở Bình Định.” (2003年，Những phát hiện mới khảo 
cổ học Việt Nam năm 2002), 311‒312.
 8） 吉開将人「銅鼓に見る伝統の諸相―銅鐸との比較の前に―」（1999年『季刊考古学』66），40‒45頁
 9） Pham Huy Thông, Pham Minh Huyên, Nguyên Van Hao and Lai Van Toi 1990 Dong Son drums in Viet Nam. Social science 
publishing house. Hanoi.
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Fig. 10  Upper: Tả Giang Drum (Tả Giang 鼓 ), Lower: Kim Châu Drum (Kim Châu鼓 )
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Fig. 11  Thuận Ninh Drum (Thuận Ninh 鼓 )
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14　An Trung鼓（Fig. 12）
　An Lão県のAn Trung社の廃銅業者より入手されたもので，一部欠けた鼓面と若干の頭部のみを残し
ている。
　鼓面径は測定可能部で45cm前後である。12光芒の太陽紋とそれを囲む圏線は凸紋で比較的はっきり
認識できるが，それら以外の紋様については錆び付きのため，判別が非常に困難となっている。わずか
に鼓面外縁部で，接円線文や印章紋が確認できた（Pl. 14）。印章紋や文様構成が，ニンビン（Nình 
Bình）省のThôn Mống鼓と同じと考えられる。
15　Gò Rộng鼓（Fig. 13）
　Tây Sơn県Tây Thuận社Thương Giang村Đồng HàoのCả川そばのGò Rộngで見つかっている。
　鼓面径は37.6cm，鼓髙は脚部破損のため測定付加だが20cm前後はあったと推測される（Pl. 15）。鼓
面中央近くの欠損（Pl. 16）は，使用あるいは故意の破損によるものかもしれない。後ろ足が一脚で表
現された蛙像（Pl. 19）が鼓面上に 4体鋳出されていたと判断される。蛙は目と体部の二重線が突帯で
鋳出されている。また，把手が二つ一組みで，側面の頭部と胴部の間に二組み配されている。把手（Pl. 
20）は 5本の断面かまぼこ形の無紋帯をバンド状に並べた形をしており，鋳造後に鉄器などで斜状刻み
を縄目状に入れている。また把手自体は側面に刻紋後に鋳出したと判断される。
　鋳造痕跡は他の分割鋳型鋳造鼓の痕跡とは全く異なり，失蝋法による鋳造と考えられる。鋳型を組み
合わせて鋳造したときに生じる合范線はなく，合范線に似せた疑似合范線（Pl. 18）が， 6 mm程度の
幅のバンド状にして，二組の把手のほぼ中間に位置するように片側側面に貼り付け施紋されている。こ
れは蝋で型を作って貼り付けたものと考えられる。また，二組の把手それぞれの間に，合范線状の若干
の隆起帯が存在する。これは胴部模造時に分割して模造した蝋型二枚を貼り合わせた痕跡ではないかと
考える（Pl. 20）。
　また，裏面にも鋳造に関する興味深い痕跡が残されている。鼓面裏面と頭部裏面の接合部は，分割鋳
型鋳造鼓の場合，内范により断面内側がなめらかな隅丸方形になる形となるが，当例の場合，4カ所に
青銅塊が盛り上がっている（Pl. 22，Fig. 13左上部分断面図参照）。二カ所は，把手間の蝋型接合痕と
推定する隆起帯のほぼ裏にあり，残り二つは疑似合范線の裏側とそこから 7 cmほど離れたところであ
る。これは湯口や空気抜けのための穴の痕跡であったと考えられる。また，鼓面と同様の紋様が鼓面裏
面や胴部裏面にも浅く転写されているのが観察できる（Pl. 21，23）。これは，蝋板を直接モデルとした
銅鼓に貼り付けて型取りを行い，それを粘土で覆い鋳型としたため，内面に紋様が浅く転写されたもの
と判断される。
　鼓面の紋様は12芒の太陽紋とその外周の突帯圏線（Pl. 16）は鋳出されたものだが，残りは全て鋳造
後に刻み込まれたものである（Pl. 17）。圏線は二重に刻紋するのが基本で，その二重圏線間の空間に，
米型紋，二重円，退化した羽人紋などを充填している。圏線のなだらかな走りからみて，回転台などを
使って刻紋したと推測される。
　また，金属質的にも当銅鼓は他例と異なる。当例は他例に比べ，軟質の金属と思われ，地金の色もや
や異なる。刻文による施文を容易にするため，青銅成分を調整しているのであろうか。
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Fig. 12  Upper: An Trung Drum (An Trung 鼓 )
　紋様やその配置はニンビン省のThôn Mống鼓やコントゥム省のĐắc Glao鼓に近く，同類の銅鼓をモデ
ルとして複製したと考えられる。
16　土器
　土器は，Chánh Danh鼓，Gò Trắc鼓，Gò Ông Lãnh鼓（以上Fig. 14），Gò Thị 1鼓，Gò Thị 5鼓，Gò Thị 
6鼓（以上Pl. 24，Fig. 15）の発見地点で見つかった土器が資料化できた。胎土は砂含みの粗質のもので，
表面が磨かれているものがある。
　口縁の器種としては，先端部が丸く内湾した器壁の長い口縁，先端部のみさらにきつく外反した口縁，
あるいは肥厚した口縁，球形壺に接続する単純形の口縁，直立した短頚口縁に曲折する肩部が接続する
ものなどがみられる。また底部には縄蓆紋の丸底（Fig.14‒14）と無紋で平底（Fig. 15‒5，6，15，19）
と丸底（Fig. 15‒5）がみられる。また，肩部が鋭角に折れまがったもの（carination）もある（Fig. 
14‒8，9，15‒10）。縄蓆紋をもつ破片比率が極端に少ないのが，土器群の特徴である。また，全体器形
不明の幾何学刻線紋をもつ大型円錐形のものが確認された（Pl. 24，Fig. 15‒1，2，20）。胴部が長く，
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下端部口縁が外折している。紋様は胴部全体に施されており，重圏菱形紋に近いものである。Chánh 
Danh鼓共伴例には，若干の隆帯がある破片（Fig. 14‒5）や高坏（Fig. 14‒4）の破片などが含まれてい
る。
　Gò Thị遺跡出土例，Gò Ông Lãnh鼓例，Gò Trắc鼓の共伴土器間に関しては，殆ど形式上の差異を認め
ることはできない。
3 　Vĩnh Thạnh県の銅鼓発見遺跡について
　当県はビンディン省の北東に位置し，ビンディン省出土15個の銅鼓のうち 8個がVĩnh Thạnh県，うち
6個が同県内のVĩnh Thịnh社Gò Thị遺跡から出土している。
　Vĩnh Thạnh県の東西には南北に走る山脈が存在し，中心はCôn川が流れている。河川周辺は平坦地や
なだらかな傾斜の丘陵地が多く，山が川際までせまる渓谷的地形ではない。民族的にはバナ（Bana）
族が多く居住する地域である。
　Gò Thị遺跡（14°03′50″N，108°48′40″E）はVĩnh Thịnh社Vĩnh Bình村に位置する河岸段丘に
位置した丘陵状遺跡である。遺物分布範囲は直径200‒300m程度の円形状で，川からは 6 ‒70m程度あり，
河水面との比高差は最低でも20mはあるだろう。遺跡自体，土取りでかなり破壊されているが，露頭面
では 3 ‒40cm厚の土器包含層が各所で確認され，中には大型の土器を土坑の中に埋めたと思われる地点
も確認された。表面調査の限りでは，丘陵の頂上部ではなく周縁に土器が集中して分布する傾向が認識
された。県文化センターには，銅鼓が発見されたときに入手したガラス製玦状耳飾り（Fig. 16‒1 & 2 ）
とビーズ（Fig. 16‒3：コバルトブルー）が保管されてあった。銅鼓と共伴したというが確かな情報は
確認できない。Fig. 16‒1 は，わずかに緑がかった淡い水色で透明感が高い。Fig. 16‒2 は，濁った青緑
色で透明感のないものである。両例とも片面に稜線が存在し，ゲアン省Làng Vặc遺跡に近似例がある10）。
　また，同じVĩnh Thịnh社内のAn Ngoài村Gò Nóng（14°05′46″N，108°47′33″E）でも，径 7 ‒
80m位の円形状範囲の縁辺部で 3 ‒40cm厚の土器包含層が確認された。また当地点では，住民より 2個
の銅鼓が分布範囲の中央域の約 1 m深のところで逆位状態で出土したことを聞き取った。出土した銅鼓
は骨董密売人に売られたようで，追跡不可能となっている。また，出土地点周辺で実際に微細破片なが
らも銅鼓の破片や土器片を確認することができた。これによりVĩnh Thịnh社内で，最低でも 8個の銅鼓
が出土していることになり，中南部ヴェトナムの限定された地理的範囲内での銅鼓出土数としては最大
例となった。
4 　編年や他遺跡との関係
　以上の銅鼓については，今村編年を用いて編年的位置づけを行うと，Chánh Danh鼓，Gò Thị 1‒ 6 鼓，
10） Imamura Keiji and Chu Van Tan eds. 2004 The Lang Vac sites vo;1: basic report on the Vietnam-Japan joint archaeological 
research in Nghia Dan District, Nghe An Province, 1990‒1991. The University of Tokyo.: 113
中部ヴェトナム・ビンディン省出土の銅鼓資料と文化的脈絡についての検討 （西村・フエン）
209
Chánh Danh Drum  (No. 1‒6)
Gò Trắc Drum  (No. 11, 12)
Gò Ông Lãnh Drum  (No. 7‒10)
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Fig. 14  Pottery collected at the locations of the discovered bronze drum
Gò Trắc鼓，Gò Ông Lãnh鼓，Kim Châu鼓，Tả Giang鼓が 2a期，Thuận Ninh鼓が 2b期，AnTrung鼓と
Gò Rộng鼓が 3a期となり， 2a期が圧倒的に多いことが理解できる。また今村編年が推定する実年代と
しては 2期が紀元前 1世紀から紀元 1世紀， 3期の始まりを 2世紀にしているが，最近では 3期の始ま
りを 1世紀に上げている11）。筆者は，3期の始まりは，バックニン（Bắc Ninh）省Lung Khe城出土銅鼓
鋳型が，共伴遺物から 2世紀の半ばと推定している12）。
　現在ビンディン省では，海岸部を中心にサーフィン文化の遺跡が発掘などで明らかになっている13）。
前述のように，長胴型甕棺墓や獣頭玦状耳飾りを指標とする鉄器時代の土器と銅鼓共伴土器群は同じも
のとはいえない。ただし，大型円錐形土器の器形と紋様充填法は，サーフィン（Sa Huỳnh）文化の長
胴甕棺墓の帽子型蓋との関連があると推察する。また，サーフィン文化などの従来の先史土器群にはな
い平底土器が存在し，両例が地理的に近接していることを鑑みれば同時期とは考えられず，銅鼓に伴う
土器群はサーフィン文化より後出すると判断される。
5 　技術的・文化的脈絡
　ビンディン出土銅鼓の中で，Gò Rộng鼓以外の分割鋳型鋳造による銅鼓13例に関しては，共通した技
術的特徴がみられる。一つは鼓面の合范線を結ぶ直径が最大値となり，それに直交する直径が最小値と
11） 脚注 4）に同じ。
12） Nishimura Masanari in press “The bronze drum and central power with special reference to Co Loa and Lung Khe citadels in 
the early history of Vietnam.” Bulletin of the Indo-Pacifi c Prehistory Association. 西村昌也「北部ヴェトナム紅河平原域に
おける紀元 1世紀後半から 2世紀の陶器に関する基礎資料とその認識」（出版中，『東亜考古論壇』 3号）
13） Phạm Thị Ninh, Trịnh Sinh, Ngô Thế Phong and Lê Văn Chiến 2004 “Khai quật di tích mộ chum Sa Huỳnh （Tăng Long-Binh 
Định). (Những phát hiện mới vế khảo cổ học Việt Nam năm 2003), 257‒258頁 .
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Gò Thị 6 Drum  (No. 15‒22)
Gò Thị 5 Drum  (No. 7‒13)
Fig. 15  Pottery collected with Gò Thị 1, 5 and 6 drums
Gò Thị 1 Drum (No. 1‒6)
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なるということである（参照Plate 1）。これは合范線上
に湯口を重ねることにより生じる現象と推測している。
また，鼓面裏面の中央の円形非平滑面と鼓面径の半分程
度の直径によるわずかなもりあがりによる圏線も，共通
して確認できる現象のようだ。これは鋳型（内范）成型
時に生じるものであろうが，いずれにしても製作技術の
伝統性を検証する一つの大きな観察項目となろう。
　Gò Rộng鼓のみが，失蝋法による鋳造であるが，失蝋
法鋳造による古い時期の銅鼓は，タイやラオスでは現在
まで以下の例が確認されている14）。先Ⅰ式鼓の東京国立博物館収蔵鼓（タイ国内で購入されたものだが
出土地不明，現東京国立博物館鼓），Ⅰ式鼓のKham Cha E鼓（東北タイ），Na Pho Tai鼓（東北タイの
Ubon Rachatani県），Ban Pa Krai鼓（南タイのNakhon Si Thammarat），Sa Kaeo鼓 2例（南タイのNakhon 
Si Thammarat），Chaiya鼓（南タイのChiaya：収蔵番号No. 478，），Ban Sam Ngam鼓 2例（東タイのTrat），
King’s Golden Jubilee博物館鼓（収蔵番号No. 219/36（54），出土地不明），さらにSong Khone鼓（南ラ
オスのサワナケート）の10例にのぼる。その出土地は東北タイから南タイまでと幅広い。
　しかし，これらの銅鼓のなかで紋様構成上，Gò Rộng鼓と同等の例は一つもなく，時期的にも異なっ
ていると判断される。しかし，全体器形や紋様を鋳造後に鏨で刻み込むことにおいて，Na Pho Tai鼓（東
北タイ）やSong Khone鼓（ラオス南部）と類似する。この銅鼓は鋳ばりが突帯状に装飾的なものに変
化しており，時期的にも鋳造技術的にもGò Rộng鼓に最も近いものと判断される。この類似関係は， 3
例の銅鼓が，ビンディン省，南ラオス，東北タイ東南部といった距離的にも比較的に近接したところで
出土していることからも納得可能なものである。これら失蝋法鋳造銅鼓の紋様には，Ban Sam Ngam鼓
にみられる魚紋，Kham Cha E鼓の鼓面の広大な無紋帯や頭部の変形羽人文など北部ヴェトナムなどの
ヘーガーⅠ式分布中心域において，全く存在しないものも含まれている。
　従って，分布や鋳造法，さらには分割鋳型鋳造鼓にみられない紋様パターンが存在することなどから，
失蝋法鋳造鼓は北部ヴェトナム以外での生産を考えなくてはならない銅鼓の最右翼候補である15）。近年，
14） 今村啓爾「出光美術館所蔵の先Ⅰ式銅鼓―失蝋法で鋳造された先ヘーガーⅠ式銅鼓発見の意義」（1986年『出光美
術館館報』56号），8‒21頁，新田栄治「メコン流域発見のヘーガーⅠ式銅鼓」（2000年　新田栄治編『メコン流域の
文明化に関する考古学的研究：平成 9年度－平成11年度科学研究費補助金（基盤研究A⑵）研究成果報告書』），21
‒37頁，Matinee Jirawattana 2003年 The bronze kettle drums in Thailand. Office of National Museum, The Fine Arts 
Department.
15） この問題については，別稿で論じる予定であるが，少なくとも前出 2論文が提出したヘーガーⅠ式銅鼓の在地生産
の可能性は，失蝋法鋳造銅鼓とペジェン型鼓の祖形と考えられるマレーシア・サバ州出土のティンバンダヤン鼓以
外極めて低いことを強調しておく。在地生産の推定根拠として，分布中心である北部ヴェトナム出土の銅鼓とは異
なる紋様や蛙以外の鼓面立像が存在すること，また鉛同位体測定値などを根拠に挙げている。しかし，ヴェトナム
出土銅鼓の同位体分析も新田の分析値と重なってくること。複画文帯銅鼓は数が少ないながらもヴェトナムで出土
しており，基本紋様はヴェトナム出土銅鼓の基本紋様とさほど変わらないこと。Kur鼓の鼓面鋳出文字は漢字であり，
同時期に漢字を青銅器に鋳出する地域は，漢帝国あるいは漢文化の影響を強く被った地域（北部ヴェトナムなど）
1 2
3
Fig. 16  Glass beads collected at Gò Thị site  
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タイ，ラオス，島嶼部東南アジアで出土しているヘーガーⅠ式鼓について，出土地域周辺での生産を推
定する意見も提出されている16）。しかし，これまでの筆者の各地での銅鼓資料観察にもとづけば，北部
ヴェトナムと他地域でのヘーガーⅠ式銅鼓群間に鋳造技術や紋様構成上大きな差はない。当然，今回論
じたビンディン省出土銅鼓も，Gò Rộng鼓以外は，北部ヴェトナム出土銅鼓の範疇に完全に納まるもの
である。従って，筆者はヘーガーⅠ式鼓が北部ヴェトナムで生産され，他東南アジアへ運ばれたとする
今村啓爾氏の考えを支持するとともに，失蝋法鋳造鼓は，先Ⅰ式からヘーガーⅠ式鼓をモデルとして複
製製作されたか，あるいはその延長的生産伝統にのっとるものであり，それらはヴェトナム南半部から
タイにかけての地域で生産されたと考える。特に分割鋳型鋳造鼓に関しては，タインホア省を中心とす
る地域に生産されたものが移入されたと考えたい。ビンディン省内で採集されたドンソン型の矛17），Gò 
Thị遺跡採集で，ランヴァック遺跡出土と類似したガラス製玦状耳飾りと共に，ドンソン文化南域の物
質文化が移入されていることが理解できそうだ。
　逆置で出土した銅鼓，布目圧痕をもつ銅鼓，人骨共伴例など，銅鼓を容器（棺）として埋葬に利用し
ていたことは確実であろう。南部ビンズオン省のBưng Sinh遺跡18）では，木製棺を棺として利用する埋
葬が確認されており，その中には銅鼓を棺の蓋代わりに正置で重ねていたことがわかっている。また
Bưng Sinh遺跡とGò Thị遺跡の銅鼓は同時期である。ビンディン省でも同様に利用されたかどうかは定
かではないが，銅鼓を棺として甕棺墓のように利用した可能性は十分ある。先述の土器群にサーフィン
文化の甕棺土器の紋様や器形の系譜をひきそうなものがあることも考え合わせて，墓葬習俗的には，サ
ーフィン文化の延長にあり，外部より入手した銅鼓を威信材的に利用したと理解しておいたほうがいだ
ろう。
　Gò Thị遺跡出土の 6個の銅鼓が，紋様構成的上非常に類似していることにも注目したい。これは非常
に限られた時期に複数の銅鼓を移入したと考えられ，交換・交易において限定された機会に多数の銅鼓
を交換・交易していたか，あるいは生産地やそれに近いところと直結するような関係をもち，短期間に
何度も銅鼓を入手した可能性を示している。前者ならば，その時期の経済的背景を，後者ならば当時の
であり，非常に読みにくい字体であることを考えれば，漢字頻用地域の漢帝国の周縁に位置する北部ヴェトナムを
その最右翼と考えるべきこと。新田が挙げる貝を鼓面に鋳出した銅鼓（Thalang博物館鼓）は，ヴェトナム出土銅
鼓と全く同じ鋳造技法であり，蛙以外の立像を鋳出したⅠ式銅鼓はヴェトナムにもあること，脚を持つ鳥文もヴェ
トナムにあることなど多くの理由が挙げられる。さらに，最大の根拠となるのは，ヴェトナムのドンソン文化の場
合，銅鼓と同じあるいは類似する紋様を持つ青銅器などが，複数種類生産されているが，両者が生産想定する地域
では，銅鼓以外の器物に，銅鼓と同じあるいは類似する紋様を持つ青銅器が存在せず，ヘーガーⅠ式鼓の銅鼓鋳造
体系そのものが根付いたとは考えられないことである。
16） 平山覚大「東南アジア島嶼部のヘーガーⅠ式銅鼓について」（2006年『東南アジア考古学』26号），59‒81頁。新田
栄治「周縁型銅鼓からみた銅鼓の製作と流通」（2007年青柳洋治先生退職記念論文集編集委員会編『地域の多様性
と考古学』雄山閣），75‒86頁。
17） Bùi Tĩnh 2004 “Lưỡi giáo đồng văn hóa Đông Sơn ở Bình Định.” (Những phát hiện mới khảo cổ học Việt Nam năm 2003), 258
‒259.
18） Bui Chi Hoang 2004 Khu di tích Phu Chánh (Bình Dưng), tư liệu và nhận thức. in Mốt số vnă đề khảo cổ học miền Nam Việt 
Nam.: 164‒197
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ネットワークの意味を追求する必要がある。また，Vĩnh Thạnh社の最低10個の銅鼓のみならず，Tây 
Sơn県出土 3例も併せて，全てはCôn川流域に分布していることが理解できる（Fig. 1）。従って，Côn
川流域の大量銅鼓利用を支えた経済的背景についても考えてみる必要があろう。地質研究（ビンディン
省博物館展示）では，県東部の山脈（Côn川上流域）に金の埋蔵があり，実際に現在でも鉛と金を開拓
している業者がいる。こうした鉱産資源が大量銅鼓入手の経済背景になった可能性は十分あろう。また
Côn川上流域は，低平な平野は決して広くはないが，丘陵地やなだらかな斜面地は豊かであり，水田耕
作に限定しなければ，農業社会が発展する地理環境にある。
　以上，北部ヴェトナムで生産されたヘーガーⅠ式鼓が，ビンディン省に移入され，墓葬の棺として利
用されていること。その移入に当たっては，当地域の経済的背景を考慮すべきこと。銅鼓の一部は失蝋
法による模造に発展し，それはタイなどと共通した技術・文化背景を持つことなどを論じてきたが，終
わりに，銅鼓が使用されなくなったことにも注意を喚起しておきたい。ビンディン省のみならず，ヴェ
トナム中南部，カンボジア，タイの沿岸部，マレー半島などは，ヘーガーⅠ式鼓の使用は，今村編年の
2期あるいは 3期で終結し19），以後の銅鼓使用は，かなり後になってIII式鼓の利用が一部地域にみられ
るのみで，ほとんど存在しない。この銅鼓利用が途絶えた理由は何であろうか？おそらく当時の在地社
会の祭礼・儀礼世界で中心的役割を果たしたであろう儀器，銅鼓を放棄するにあたっては，それに取っ
て代わる祭礼・儀礼世界の創出や導入が必要である。筆者は，ここにインド化，つまりインド系宗教の
導入，あるいはその強力な影響を当てはめたい20）。つまり，紀元 1 ‒ 2 世紀までには，上述の地域はイン
ド系宗教や文化の導入をすすめ，在地社会の根本的な文化変容が進行しつつあったことを仮説として提
出し，論をおくことにする。
　ヴェトナム中南部は銅鼓の発見数が急増してきており21），今後もビンディン省のような分布空白地に，
大量の銅鼓が発見されるケースもあると思われる。単に分類的・編年的位置づけのみを行うだけでなく，
遺跡での脈絡や文化的脈絡を明らかにしていく作業に重点をおく必要がある。
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 15 pieces of bronze drum in Bình Định Province, central Vietnam (Fig. 1, Pl. 1), which were discovered 
from 1996 to 2002, are suggestive materials for understanding the technological and cultural contexts of the 
bronze drums in Southeast Asia. This paper restudied the bronze drum collection (14 among 15 specimen) and 
19） Nishimura Masanari (2008) Bronze drums unearthed around the South China Sea and their cultural context. (Paper presented at 
International conference on the Archaeology in Indochina, 11th Dec. 2008, Hanoi)
20） 同上
21） Phạm Dức Mạnh 2005 Trống dồng kiểu Đồng Sơn (Heger I) ở miền Nam Việt Nam. Nhà xuất bản đại học quốc gia, Ho Chi 
Minh. Pham Minh Huyen (in press) Dong Son drums discovered in Vietnam from 1988 to 2005. Bulletin of the Indo-Pacifi c 
Prehistory Association.
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their discovery sites in Bình Định, and considered its technological and cultural background. On the classifi cation 
and chronological view, this study followed Imamura’s (1993) work.
 The eleven drums, Chánh Danh drum (Fig. 2, Pl. 1‒3), Gò Ông Lãnh drum (Fig. 3), Gò Thị drums (6 
specimen Gò Thị 1 to 6 : Fig. 4‒8), Gò Trắc drum (Fig. 9, Pl. 8‒10), Tả Giang (Fig. 10) and Kim Châu (Fig. 10) 
drums can be placed in 2a period of the Imamura’s chronology. Gò Thị 5 drum (Fig. 7, Pl. 6, 7) retains three 
Chinese characters cast on the rear surface and one of them is identifi able as ‘center’ (中 ).
 Thuận Ninh drum (Fig. 11, Pl. 11‒13) are slightly later than the previous drums (2b period). An Trung (Fig. 
12, Pl. 14) drum do not remain distinctive decoration on the surface, but the motifs of emblem and feathered men 
are same as that of Thôn Mống in Nình Bình and Đắc Glao in the 3a period of Imamura chronology.
 Gò Rộng drum (Fig. 13, Pl. 14‒23) is a unique piece from a viewpoint of casting technology.While the other 
Bình Định bronze drums were cast by the divided molds which are comprised of three piece of outer and one 
inner molds. This type drums retain two vertical fi ns on the body at the joint part of the molds. Gò Rộng drum 
does not remain fi n trace caused by divided molds. However it has a vertical pseudo-fi n cast at the body (Pl. 18). 
Also sprue traces are observable between the tympanum and head of the inner face (Pl. 22). The whole inner face 
retain the slightly indistinct decoration, which are same as that of the outer face and possibly reprinted from the 
wax mold (Pl. 21 & 23). These technological traces make it confirm the drum was cast by lost-wax method, 
which needs to mold a model of the bronze drum by wax and then to be covered by mold soil. Before pouring the 
melt bronze, the mold needs to be heated to evaporate the wax from the mold. The outer face decoration was 
incised by iron tool after casting and its motif is similar to that of 3a period drums.
 While Chánh Danh, Gò Ông Lãnh, Gò Trắc drum Gò Thị 1, 5 and 6 drums are confi rmed with potsherds. 
The pottery (Fig. 14 & 15, Pl. 24) includes several morphology like round pot, flat bottom part of round pot, 
pedestal, carinated body, long neck with outwarded rim and lid-shaped piece. Although the vessel morphology 
and motifs are not identical with the typical Sa Huynh assemblage of the central Vietnam, the size and 
morphology of the lid-shaped piece and its geometric decoration are suggestive that they belong to the post-Sa 
Huynh period. Based on the site survey, interviews from the discoverer, and associated artifacts (beads, trace of 
the textile and human bone inside the drum). most of them are from the burial context and they were possibly 
used as container of the corpse and buried in the up-side down position.
 Several bronze drums cast by the lost wax method were identifi able from the present collection such as one 
pre-Heger I type drum (Tokyo National Museum Drum) and ten Heger I type drums in Laos, Northeast, East and 
South Thailand (i.e. Kham Cha E, Chaiya, Na Poh Tai, Sa Kaeo, Ban Sam Ngam and Song Khone). While the 
divided molds casting is dominant method in the bronze drums of the Pre-Heger I and Heger I types, the lost-wax 
cast drums show several variations of localized aspects of casting technique and decorative motifs and can be 
recognized as the local-made bronze drums. This also lead to a supporting evidence that the Dong son type Heger 
I drums cast by divided molds were produced in the northern Vietnam and transported to the other region of the 
Southeast Asia.
 Two drums of Ubon Ratchatani (Na Poh Tai) and Champasack (Song Khone) share some similarities with 
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Gò Rộng drum, like morphology and decoration technique by incisions after casting. While the detailed 
decoration motif and morphology of the handle are different among them, they can be considered as the products 
during the short period. Based on the geographical distribution, they were possibly originated from one local 
bronze drum casting tradition.
 The chronological frequencies of the Bình Định drum assemblage indicate that the duration of the bronze 
drum usage is not long successive period (1st C. BC to 2nd C.AD) and possibly stopped the bronze drum usage at 
the same time or in very short duration. No bronze drums later than the 3b period (later than the late 2nd C. AD) 
are seen in not only Bình Định but also central and southern Vietnam, Cambodia, coastal area of Thailand and 
Malay Peninsular.
 During the 2nd C.AD, the early states formation or political integration with the strong infl uence from India 
and China are already evidenced in this region. Especially the Indianized ideas for the statecraft and religion 
possibly left no space for the survival of the bronze drum usage in their society. Thus this ending period of the 
bronze drum usage well accords with the real beginning of the Indianization in the Southeast Asia.
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